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がまごおり 議会だより 2022.8

４
１
５
万
９
０
０
０
円
が
今
回

の
改
正
に
よ
る
歳
入
の
増
加
額

と
な
り
ま
す
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
今
回
の
改
正
は
、
地
方
税

法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
も
の

で
あ
り
、
国
の
社
会
保
障
審
議

会
の
議
論
に
も
沿
う
も
の
で
あ

る
。
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
こ
れ
を
超
え
る
者
の

負
担
は
増
え
る
が
、
中
低
所
得

者
に
配
慮
し
た
税
率
の
設
定
が

可
能
と
な
る
た
め
、
国
の
改
正

に
準
じ
て
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

反
対
限
度
額
は
こ
の
10
年
間
を

見
て
も
32
％
と
異
常
な
上
が
り

方
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
税

負
担
が
重
過
ぎ
る
。
ま
た
、
今

回
は
、
国
が
低
所
得
者
へ
の
軽

減
措
置
を
行
わ
な
い
な
ら
、
市

独
自
で
軽
減
拡
充
を
し
て
も
良

い
の
で
は
と
考
え
る
。

問　

課
税
限
度
額
引
き
上
げ
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
の
財
政
的

な
影
響
に
つ
い
て
、
試
算
は
。

答　

引
き
上
げ
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
税
の
調
定
額
の
増
加
分

に
、
当
初
予
算
の
収
納
率
95
・

０
％
を
か
け
る
と
、
約
３
８
６

万
４
０
０
０
円
の
増
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
国
・
県
の
負
担
金

と
市
か
ら
の
繰
入
金
の
増
で
あ

る
29
万
５
０
０
０
円
を
足
し
た

●
国
民
健
康
保
険
税
の

　
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

　（
第
47
号
議
案
）

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基

礎
課
税
額  

（
医
療
分
）、  

後
期

高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
（
支

援
分
）
に
係
る
課
税
限
度
額
を

引
き
上
げ
ま
す
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

ッ
プ
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
施

工
時
期
は
未
定
で
す
が
、
今
後
、

専
門
家
の
指
導
の
下
、
歩
行
者

利
便
増
進
道
路
の
社
会
実
験
等

を
実
施
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
場
所
に

つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
歩

行
者
利
便
増
進
道
路
の
候
補
と

な
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
拡
大

　（
第
46
号
議
案
）

　

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
、
子

ど
も
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
対
象
を
、
こ
れ
ま

で
の
入
院
に
加
え
、
通
院
医
療

費
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
卒
業

ま
で
か
ら
18
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問
　
高
校
生
世
代
へ
は
、
新
た

に
受
給
者
証
を
交
付
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
手

続
き
が
必
要
か
。

答　

高
校
生
世
代
は
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
９
月
下
旬
に

申
請
書
と
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
た
も
の
を
発
送
し
、
手
続
き

は
原
則
郵
送
対
応
と
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
を
し
た
方
に
対
し
、

12
月
中
に
受
給
者
証
を
郵
送
し

ま
す
。

　

５
月
13
日
の
議
案
審
議
の
終

了
後
、
大
向
正
義
議
長
の
辞
職

に
伴
い
、
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
２
名
の
議
員
の
所
信
表
明

の
後
、
投
票
の
結
果
、
稲
吉
郭

哲
議
員
が
第
69
代
議
長
に
当
選

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
青
山
義
明
副
議
長

の
辞
職
に
伴
い
、
副
議
長
の
選

挙
を
行
い
、
３
名
の
議
員
の
所

信
表
明
の
後
、
投
票
の
結
果
、

柴
田
安
彦
議
員
が
第
71
代
副
議

長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会

の
各
委
員
の
選
任
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
互
選
に
よ
り
、
正
副
委

員
長
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
蒲
郡
市
幸
田
町
衛

生
組
合
議
会
議
員
及
び
東
三
河

広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を

行
い
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会

　
市
の
事
務
の
部
門
ご
と
に
置

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
属

す
る
事
務
の
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
議
案
、
請
願
等
の
審
査

を
し
ま
す
。
各
委
員
会
の
主
な

担
当
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
総
務
委
員
会

　

行
政
の
総
合
的
な
企
画
・
調

整
、
財
政
、
財
産
、
消
防
、
監

査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

関
す
る
こ
と
な
ど
。
他
の
委
員

会
に
属
さ
な
い
こ
と
は
総
務
委

員
会
で
担
当
し
ま
す
。

○
経
済
委
員
会

　

観
光
、
産
業
振
興
、
道
路
、

河
川
、
公
園
、
都
市
開
発
、
上

下
水
道
、
区
画
整
理
、
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
事
業
な
ど
。

○
文
教
委
員
会

　

市
民
生
活
、
健
康
、
福
祉
、

市
民
病
院
、
教
育
な
ど
。

●
議
会
運
営
委
員
会

　

円
滑
な
議
会
運
営
を
行
う
た

め
に
置
か
れ
、
会
派
間
の
意
見

調
整
と
会
議
を
能
率
的
に
進
行

さ
せ
る
役
割
を
担
う
委
員
会
で

す
。
他
の
委
員
会
が
所
管
の
議

案
等
を
審
査
す
る
の
に
対
し
、

当
委
員
会
は
議
会
運
営
全
般
に

わ
た
る
事
項
を
審
査
す
る
の
が

特
徴
で
す
。

●
国
道
23
号
蒲
郡
バ
イ
パ
ス

　
建
設
特
別
委
員
会

　

市
街
地
の
交
通
渋
滞
緩
和
と

観
光
及
び
産
業
経
済
活
動
の
活

性
化
に
期
待
さ
れ
る
国
道
23
号

蒲
郡
バ
イ
パ
ス
の
諸
問
題
の
調

査
研
究
と
早
期
建
設
を
図
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
会
及
び
各
議
会
議
員

の
構
成
は
、
左
下
の
表
の
と
お

り
で
す
。

各
委
員
会
の
内
容
は

議長 稲吉郭哲副議長 柴田安彦

就
任

あ
い
さ
つ

　

日
ご
ろ
か
ら
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
私
ど
も
は
５
月
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
議
員
諸
氏
の

ご
賛
同
を
賜
り
、
議
長
・
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
責
務
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
職
務
の
遂
行
に
全
力
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
公
正

か
つ
円
滑
な
議
会
の
運
営
に
い
っ
そ
う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え
ま
せ
ん
が
、
地
域
経

済
の
立
て
直
し
も
急
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
種
行
事
も
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら

で
は
あ
り
ま
す
が
、
再
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
日
本
各
地
で
起
こ
っ
て

い
る
災
害
な
ど
に
つ
い
て
も
、
常
に
危
機
感
を
持
ち
災
害
に
対
す
る
備
え
を
十
分
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
市
が
抱
え
る
課
題
も
多
く
、
少
子
高
齢
化
、

教
育
や
福
祉
な
ど
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

財
源
を
よ
り
い
っ
そ
う
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
配
分
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
市
議
会
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
議
決
機
関
と
し
て
皆
さ
ま
の
意
見
を
迅
速
に
察
知
し
、
市
政
に
反

映
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
皆
さ
ま
の
代
表
と
し
て
市
政
運
営
の
監
視
機
関
で
あ
る

こ
と
を
十
分
認
識
し
議
会
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
蒲
郡
を
い
っ
そ
う
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
長
に
稲
吉
郭
哲
議
員

副
議
長
に
柴
田
安
彦
議
員
を
選
出

議会運営委員会

文教委員会

経済委員会

総務委員会

常
任
委
員
会

　新実祥悟　　鈴木基夫　　稲吉郭哲　　青山義明
　　大竹利信　　柴田安彦　　松本昌成　　

　喚田孝博　　鈴木将浩　　日恵野佳代

◎青山義明　○藤田裕喜　　大場康議　　大須賀林
　　伊藤勝美　　鈴木貴晶　　牧野泰広　　竹内滋泰

◎牧野泰広　○鈴木基夫　　大場康議　　青山義明
　　竹内滋泰　　大竹利信　　鎌田篤司

◎松本昌成　○藤田裕喜　　大向正義　　尾崎広道
　　日恵野佳代　牧野泰広　　柴田安彦

◎鎌田篤司　○鈴木将浩　　新実祥悟　　鈴木基夫
　　伊藤勝美　　竹内滋泰

◎大場康議　○大須賀林　　喚田孝博　　鈴木貴晶　

　稲吉郭哲　　青山義明　　大竹利信

区分 氏名（◎：委員長　○：副委員長）

国 道 ２ ３ 号
蒲郡バイパス
建設特別委員会

蒲郡市幸田町
衛生組合議会
議 員

東三河広域連合
議 会 議 員

●
市
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準

　
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　（
第
44
号
議
案
）

　

道
路
構
造
令
の
改
正
に
伴
い
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め

必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
設

け
る
施
設
に
、
自
動
運
行
補
助

施
設
を
追
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
に
ぎ
わ
い
あ
る
歩
行

者
中
心
の
道
路
空
間
を
構
築
す

る
た
め
、
歩
行
者
が
安
心
・
快

適
に
通
行
・
滞
留
で
き
る
空
間

が
整
備
さ
れ
、
占
用
を
柔
軟
に

認
め
ら
れ
る
「
歩
行
者
利
便
増

進
道
路
」
に
つ
い
て
、
構
造
の

基
準
を
定
め
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
蒲
郡
市
移
動
等
円
滑
化
の

た
め
に
必
要
な
市
道
の
構
造
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
中

の
有
効
幅
員
の
定
義
に
つ
い
て
、

規
定
の
整
理
を
行
い
ま
す
。

●
経
済
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

自
動
運
行
補
助
施
設
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
。
市
内
に
あ

る
か
。
今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。

答　

自
動
運
行
補
助
施
設
と
は
、

自
動
運
転
車
の
運
行
を
補
助
す

る
施
設
で
、
電
磁
誘
導
線
や
電

磁
マ
ー
カ
ー
等
を
使
用
し
て
運

行
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
今

の
と
こ
ろ
、
市
内
に
お
い
て
自

動
運
行
補
助
施
設
の
整
備
計
画

及
び
整
備
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
は

市
道
駅
南
１
号
線
以
外
の
道
路

も
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
市

民
の
利
用
は
い
つ
頃
の
想
定
か
。

答　

市
道
駅
南
１
号
線
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
東
港

地
区
開
発
推
進
室
に
お
い
て
、

市
民
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ


